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ビル ハル ツ 住 血 吸 是 負 の 敵 化 に 関す る 二 , 三 の 観 察 
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Some observations on hatchability of Schistosoma haematobium ova discharged into urine. 
Masaaki SHIMADA (Department of Parasitology, Institute for Tropical Medicine, Nagasaki 
University) 


Abstract : Hatchability of Schistosoma haematobium ova was studied. Urine samples con- 
taining the ova were collected from the patients in Taveta area in Kenya, East Africa during 
the period between August 1975 and December 1976. Urinalysis revealed the specific gravity 
varying from 1.001 to 1.030, pH from 5 to 8 and most of the specimens showed slight or 
moderate haematuria and proteinuria. Occasionally, spontaneously emerged miracidia and empty 
egg shells were found even in fresh urine. The rate of hatched eggs reached up to 60 to 95 per 
cent of total eggs if the specific gravity of urine was lower than 1.011. Most of miracidia 
emerged from egg shells seemed to be less active, suggesting the decrease of infecting ability 
to the snail host. Hatchability was tested on the urine samples showing specific gravity higher 
than 1.010, where little spontaneous hatching was observed. The urine was diluted by two fold 
dilution method. It was recognized that hatched eggs began to appear in diluted urine having 
specific gravity lower than 1.006 and the number of hatched eggs increased as the urine was 
diluted more. But hatching in the diluted urine did not occur so frequently as those in non~ 
diluted urine with the same specific gravity. When the intact S. haematobium ova were dropped 
into water, they started hatching within 10 minutes and almost all eggs completed the hatching 
process within 30 minutes. The hatching rate provided a normal distribution with a peak at 19 
minutes after exposure. There was a great difference of hatching rates at two hours after 
exposure among the samples, which varied from 43 to 100 per cent. The difference seems to 
depend on the specific gravity of urine specimen. The hatching rates of ova from low specific 
gravity urine were diminished. There was no definite effect of pH of urine and RBC or 
protein in the urine on the hatchability. Hatching occured equally well in light and in 
darkness but delayed in the latter, suggesting light plays minor role in the hatching process. 
Eggs stored in urine at room temperature lost thier hatchability within 48 to 72 hours. These 
results apparently revealed the fact that the urine specific gravity, which is directly propotional 
to the osmorality, appeared to have a definite effect on the hatching rate of ova. 
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は じ め に 
EY ERRI (以下 ビ 虫 卵 ) は マン ツン 住 


MR, 日 本 住 血 吸虫 の 卵子 と 異な り 尿 中 に 排 洪 さ れ c 


る . 後 二 考 虫 卵 の 身 化 の 機 序 や 身 化 に 及ぼ す 諸 因子 に 
つい て は , HEE, 光 , pH, 塩類 濃度 や 便 の 性 状 な ど 
詳し い 研 究 が 行なわ れ て いる 。 (Faust and Meleney, 
1924; Maldonado et al. 1949, 1950; Standen, 1951; 
Pitchford and Visser; 1972, Upatham, 1972; Bair 
and Edges, 1973 ; Kassim and Gilbertson, 1976 
etc.) 

ビ 虫 卵 に 関し て は Faust(1924) は その 水中 で の 退化 
か きわめ て 速やか に お こる こと を , また Davis(1968) 
は 20 分 以内 に 疫 化 する こと を 述べ て いる が , 前 二 者 程 
の 詳 し い 記 載 に 乏しい . し か し , COL 43 toRINO NR 
化 態度 が , ビル ハル ツ 住 血 吸 虫 の 伝搬 動態 と その 疫学 
相 の 成り 立ち に 重要 な 意義 を も つこ と が 想像 され る . 
また 最近 , PEM BAO RHE BIND ERE 
の 変化 が 一 指標 と な る こと が 唱 導 され て いる .(Davis, 
1966, 1968 ; Justesen-Van Sloterdijck, 1977) 

著者 は 1975 年 8 月 か ら 1975 年 11 月 の 間 , ケニア 国 タ 
ベタ 地区 の 流行 地 で の 住 血 吸虫 症 の 研究 の 一 端 と し 
C, ビル ハル ツ 住 血 吸 虫 症 思 者 の 尿 か ら 得 られ る ビ 虫 
SNe ADE & LTE ARE 5 ECA RIND ALO SER 
と それ に 影響 を 与 える 因子 に つい て 観察 を 行なっ た . 


材料 と 方 法 


|. eNO PRR 

実験 に 用 いら れ た 虫 卵 は , タ ベ タ 地区 に 居住 する 5 
か ら 14 才 の 男女 が 自然 に 排出 し た 尿 中 か ら 得 た も の 
CHA. 蓋 付 の 紙 製 カッ プ で 採尿 し, で きる だ け 速 く 
持ち 帰り 遅く と も 2 時 間 以 内 に 実験 に 用 いた . 

虫 卵 の 沈 肖 を 待つ た ぬ に た 採尿 し た カッ プ を 30 分 以上 
放置 し た 後 , 上 清 尿 に つい て その 性状 を 調べ た . 比重 
URIBE Bet (ユリ ュ ン : アタ ゴ 製 ) を 用 いて 測 
EL, へ マコ ン ビ ステ ィ ク ス (AMES) LY) pH, & 
A, 糖 , ケト ン 体 , 潜血 の 試験 を 行なっ た . 

カッ プ の 旗 に 沈ん だ 虫 卵 を 尿 と と も に 一 定量 吸い 上 
げ ば, 時 計 皿 に 移し 井戸 水 を 用 いて 3 回 洗 溢 UC ere 
Sha RE OG ICA Te. 

2. WLOBE 

笛 化 実験 用 いた 水 は 付近 の 井戸 水 で , 室温 (24.0 
°C~30.6°C) に 戻し た も の を 使用 し た . 

約 5m% の 井戸 水 を 容れ た スピ ッ ツ グラ ス 1 本 に 対し 虫 
卵 が 50150 個 に な る よう に 加え , 所 定 の 時 間 WU 
率 を 算出 し た . 忠 卵 を 水中 に 投入 し て か ら の 経過 時 間 


は 時 計 皿 上 で 貝 卵 を 井戸 水 を 用 いて 洗 河 し 始め た 時 刻 
を 超 点 と し , 各々 の 時 間 に ホ ル マ リ ン 原 液 を 1m0 加 を 
て 固定 し た . スピ ッ ツ グラ ス を 1, 000rpm5 分 間 遠 心 し 
た 後 沈 溶 を スラ イド グラ ス 上 に 取り , DBP CRI 
と ミラ ンジ ウム を 数 を 系 化 率 を 記録 し た . 

FINO MRE EAR ACMA T SRD ye Ov 
ICAP TOK PO mne lr WR Be calc Lic. 

総 て 観察 は 昼間 自然 散 光 が よく は いる 窓際 の 机上 で 
行なっ た . 


x 験 成 績 


|l. ビル ハル ツ 住 血 吸 虫 症 患 者 の 尿 性 状 

21 症 例 か ら 得 られ た 計 95 の 被 検尿 に つい て その 人 性 状 
を 調べ る と , 比重 , pH に 異常 値 を 志す も の は 認め ら 
れず , 比重 が 最も 高い も の で は 1.030, 最 も 低い も の 
は 1.001 で , pH は 5 か ら 8 の 間 を 示 Lk. 

糖 , ケト ン 体 は 全 例 で 検出 され な か っ た が 大 部 分 に 
肉眼 的 血尿 が 観察 され , 潜血 反応 は 87 例 (9225) "CES 
性 で あっ た . BALES (80%) に 認め られ た が か が, い 
ずれ も 十 十 以下 を 示し 血尿 に 伴う も の と 考え られ た ・ 


2. 尿 中 で の 自然 山 化 

被 検尿 29 の らち も 20 検体 で , BRR OP CHIC RIO 
自然 身 化 が み ら れ る . その 総 て は 尿 比 重 1.011 以 下 の 
LOC, 遇 化 し た 虫 卵 数 の 率 を 採尿 後 RAIA CAS 
と 図 1 に 示す よう に , 尿 比重 の 低い も の 程 高 く 1.005 
EAT CL RIND KH 61~95%) が 自然 騰 化 し て い 
る の が 確認 され た . これ に 反し , 1.015 以 上 の も の で 
は 虫 卵 は 総 て 正常 で 活発 な ミラ ンジ ウム を 有 し 自然 財 
化 は お こっ て いな い . 

尿 中 の ビ 虫 卵 は 大 量 の 水分 の 摂取 に よる 比重 の 低い 
尿 中 で は , 由 卵 の 大 部 分 が 財 化 し て 排 深き れる も の と 
思わ れる . また だ た, 海 出 し た ミラ シン ジウ ム は 運動 が 不 活 


100 


Hatching rate, % 
Un 
e 


1.010 1.020 1.030 
Urine specific gravity 


Fig. 1. Spontaneous hatching of S. haematobium 
ova in fresh urine showing a relation to 
specific gravity of urine. 
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Table 1. Hatching rate by serial 2-fold dilution of urine 

Patient Percentage of hatched eggs Urinalysis 
i Age Sex 1X 2X 4X 8X 16X 32X Water EM H Protein Sugar a d 
1 8 F 0 0 0 239 83 93 90 1.027 8 + — — — 
2 l F 0 0 0 21 48 64 80 1.025 8 + — = + 
3 lIl F 0 0 0 57 57 100 90 1.024 8 + = = + 
4 8 F 0 0 0 0 17 831 79 1.021 8 + — — + 
5 8 M 0 0 0 37 63 79 78 1.021 8 ー- ー ー + 
6 F 0 0 0 8 58 80 94 1.018 8 + — — ++ 
is F 0 0 1 8 88 100 99 1.018 7 + = — + 
8 10 F 0 0 50 60 89 73 932 1.018 8 + = = + 
9 10 F 0 0 0 0 11 23 95 OLT 8 + — — ++ 
10 6 F 0 0 33 80 95 9 1.012 8 ++ ー ー ++ 
1l d E 0 0 33 33 80 78 1.011 7 ++ — ー 
12 D. E 0 8 61 8 87 73 85 1.011 7 ++ — — ++ 
13 7 M 0 10 90 100 95 95 87 1.011 5 + ー ー ++ 
14 7 M 0 30 50 65 71 75 89 1.010 7 + — — + 


発 で 一 部 は 既に 運動 を 停止 し た も の も あり , 一 般 に 短 
時 間 内 に 死亡 する も の と 考え られ る . 

3. RORRICESRIOM(E 

虫 卵 を 含む 尿 を 井戸 水 で 倍数 稀 秋 し , CORO BI 
OWE ARE Lic. 氷 比 重 1.010 以 上 を 示す 被 検尿 14 
を 選び 倍数 稀釈 し た 系 列 に つい て 2 mmü ol bx xv 
みる と 表 1 に 示す 成績 が 得 ら れ た . 

比重 1.018 以 下 OR o mapu 2 倍 ま た は 4 fS 
SUCRE SHELL. ive; 比重 1.021 以 上 の 大 中 
の 虫 卵 は 8 倍 以上 CR LCD TIHE 253860 P5 dv 
る . 崇 化 率 は 稀釈 度 の 高い も の 程 高 く な る 傾向 が 認め 
られ る が , 32 倍 CHR し て も 井戸 水中 の も の より 低 
い ゃ の が ある . 稀釈 尿 中 の 財 化 は 尿 比 重 で 換算 する と 
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Fig. 2. Hatching of the ova in urine diluted by 


2-fold dilution method. 


1.006 以 下 で お こる と いう と と に な る . 

図 2 は 比重 1.018 の 尿 LHR し て 中 の 忠 卵 の 骸 化 の 
経過 を 詳し く 経 時 的 に みた も の で ある . BEP, 2 倍 
稀釈 尿 中 の 躍 多 に 山 化 は 認め られ な い が , 4 倍 , 8 
倍 , 16 倍 の 稀 委 尿 中 に は それ ぞ れ 虫 卵 の 役 化 が 認め ら 
れ た . 比 重 が 略 1.005 の 4 倍 預 釈 尿 中 で は 1 時 間 是 に は 
SED, 2 時 間 目 で 初め て 野 化 する も の か が 現れ た ・ 

笑 化 率 は 低く 10 時 間 後 で 14 學 を 示し て いる . 8 倍 稀 
釈 尿 は 比重 が 略 1.002 で , この 中 CORPO WIENS 1 
時 間 で お こり 財 化 率 は 50 を に 達し た . LOR RAR CU 
1 時 間 で 大 部 分 (92%) の 虫 卵 が 遇 化す る が , 20 分 後 
の 財 化 率 ほ は 27 の に 留まっ て いた . KOMAREK h 
の で は , BORME に 要する 時 間 も 長く な る と 選 わ 
10594 


4. 7kHCORMEO RH RE 

pH6, 比重 1.025 の 尿 か ら 得 られ た ビ 虫 卵 を 井戸 水 
に 投入 し て か ら 貝 卵 の 北 化 の 進み 方 を 1 分 間隔 に て 観 
察する と , 図 8 に みる よう な パタ ー ン が 得 ら れ た . 
早い も の で は 10 分 以内 に 疫 化 が 始ま り , 次 第 に その 
数 を 増し て 30 分 まで に は 93 OHTA 26 を 完了 し 
た . BIPORMAE ORBIS iit, 概ね 15 分 か ら 20 
分 を ビー ク と し た 正規 型 分 布 を 示し , 50% DRIE 
化 する に 要 する 時 間 は 概ね 19 分 で ある こと が 究 わ れ 
A. 

304 ELCHE Sb ob OS, 1 時 間 観 
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AR LCS EHE Lco REMO pereš 2» 
ウゥ ム を 含ん だ 虫 罰 も ある が その 動 き は 不 活発 で あっ 
た . HELI OBIS | QREY E LIRIN è E 
pha. 恐らく , MAERED ZF o Tz RUNS RICA 


され る と 略 30 分 以内 に 笛 化 を 完了 する も の と 思わ れる . 


D. 原 性 状 と 虫 卵 の 映 化 能力 
19 症 例 か ら 得 られ た 被 検尿 の うち , 比重 が 1.010 以 


I 
© 
e 


10 


Water temp. 


25°C-30°C 


in 
of eggs hatched (Columns) 


Hatching rate, % (Points) 
Ul 
o 


10 20 30 
Time in minutes 


No. 


上 の も の 合計 27 検 体 に 含ま れる ビ 虫 卵 の 井戸 水中 で の 
WHE を 水温 24.0?C か ら 30.6?C の 条件 の 下 で 観察 する 
と , 表 2 に 示す よう な 成績 が 得 ら れ た . 

虫 卵 を 水中 に 投入 し て か ら 2 時 間 目 の 映 化 率 に つい 
て みる と , その 率 に は 100 か ら 43 を まで の 大 き な 差 
が ある こと と が わか る . これ を 骨 化 率 と その 虫 卵 が 含ま 
れ て いた 大 の 性 状 と の 関係 で 検討 し て みる と , RPO 
EA, 潜血 及び pH と の 間 に は 特別 な 関係 が 認め られ 
7 た いい 。 

一 方 , 尿 比 重 と の 問 に は 図 4 に みる よう な 関係 が み 
られ た . 尿 比 重 1.015 以 上 ORF の ビ 虫 卵 を 井戸 水 の 
中 に 投入 する と , その 昧 化 率 は 最高 で 100 %, 最低 で 
72 め を 示し た . これ に 比べ て , KEE 1.013 以下 の 尿 
中 か ら 得 た ビ 虫 卵 で は 有意 CORES が 低く , 最高 で 
90%, 最低 で は 42 多 の 時 化し か 認め られ な か っ た . 一 
般 に , HORM Rabe bik BIO EIT Gu 


Fig. 3. Hatching pattern of ova in water. と 思わ れる . 
Table 2. Correlation between hatchability of ova and specific gravity of urine 
Patient Urinalysis 
me Age Sex Norn Te UE o pH Protein Sugar n d ae 
1 11 M 36 36.1 1.010 7 JE = = + 
2 9 M 198 55.1 1.010 6 ge ES — ET 
3 10 F 181 65.7 1.010 7 + = = ポキ 
4 10 F 4894 80.0 1.010 T -+ = = -+ 
5 7 M 67 89.5 1.010 7 + ps = F 
6 5 F 79 84.8 1.011 7 Fef em = PFT 
7 7 M 129 86.8 1.011 5 + = = ++ 
8 14 F 149 42.3 1.013 6 + = = キキ 
9 11 M 74 89.2 1.015 7 T = = TF 
10 6 F 116 99.1 1.015 8 FF — — "per 
11 6 M 1170 91.5 1.017 7 per — — ze 
12 10 F 128 93.8 1.017 8 F — — sur 
13 10 F 102 92.2 1.018 8 s — x: + 
14 6 F 145 99.3 1.018 T7 A — — + 
15 10 F 220 79.5 1.019 8 ++ — = ES 
16 14 F 215 87.0 1.020 7 F = x T 
17 1 M 114 91.2 1.020 6 + — = ++ 
18 M 96 78.1 1.021 8 — — = + 
19 F 87 79.3 1.021 8 T ~ — EN 
20 14 F 323 96.3 1.022 8 3s — = キキ 
21 11 M 219 97.3 1.022 6 ++ — — ape 
22 Lt F 218 90.4 1.024 8 F = = F 
23 8 F 154 89.6 1.027 8 FT = = = 
24 6 M 696 97.8 1.030 6 Ex — = s 
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Fig. 4. Influence of specific gravity of urine 
upon hatchability of S. haematobium 
ova. 
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Fig. 5. Hatching of S. haematobium ova in 
different samples of urine from the 
same individual. 


X 5 UE E ERA CCIR] MÀ RB S tok Roo RIN 
の 水中 の 笛 化 を 示 し た も の で ある が , 野 化 の 時 間 的 経 
過 は いずれ も 同じ ペタ ー ン で あり な が ちら, PAROLE 


Table 3. Survivorship of ova kept in urine 
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Fig. 6. Hatching of ova in dark environment. 


EDENE X o CHINE xEUAASSSE6«em 
LOCUS 

6. RRETHI $c mmm 

図 6 は , TERI nC SE a Tuc BIND RAO CERE 
過 を 4 例 に つい て 水温 24.07C か ら 27.2°C o Foch 
黒 下 に 10 時 間 和 観察 し た 成績 を 示し て いる . 

虫 卵 を 水中 に 投入 し て 20 分 後 の 財 化 率 は それ ぞ れ 93 
%, 5425, 4825, 28 多 で 昼間 の それ と 比べ て 一 般 に 低 
い 値 を 示す が , 40 分 後 か ら 80 分 後に は 72 狐 及 在 96 に 
達する . RR HO BINT PEIN CH CRE 
する こと が 考え られ る . 


7. 尿 中 放置 に お ける 喘 化 能力 の 維持 

尿 を その まま 放置 し て 中 の 虫 卵 の 贈 化 能力 が どの 位 
の 期間 保 た れる か を 調べ た の が 表 3 で ある . 

多く の 例 で 虫 卵 は 2 日 目 に 路 化 能力 を 失い 死滅 し た 
と 考え られ だ. 3 日 目 に も 典 化 し た も の も あっ た が 笛 
化 率 は 低い . 必 性 状 と 敵 化 能力 の 維持 期間 の 間 に は 特 
別 な 関係 は み ら れ な い . 


Patient Percentage of eggs hatched 


Urinalysis 


No. 
Age sex 0 24 48 72 hr 
1 — F 93.7 96.2 0.0 — 
2 6 F 95.3 92.7 0.0 — 
3 6 F 99.1 50.0 0.0 — 
4 7 M 89.5 78.0 0.0 ーー 
5 5 F 84.8 89.9 0.0 — 
6 6 F 99.3 0.0 — — 
7 8 F 93.8 0.0 一 — 
8 9 M 96.3 82.3 44.4 = 
9 9 M 97.8 89.1 0.0 = 


Specific pH Protein Sugar i pool 
1.020 6.8 T e =s 2g 
1.011 8.2 ais 25 = ERE 
1.015 8.4 See = Ee ay 
1.010 8.4 p = dn EU 
1.011 9:2 P = — Te 
1.018 6.5 z E = + 
1.017 8.6 + = — peu 
1,017 8.8 ae = = gus 
1.016 8.8 a = = espe 
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老 z 


ビル ハル ツ 住 血 吸 虫 症 患者 の 尿 中 の ど ビ 虫 卵 を 観察 す 
る と , 尿 中 で 既に 肌 化 し て いる ふも の が 観察 され る こと 
BAD. この 現象 は 古く か ら 知 られ て お り Seligman 
(1898), Ward (1945) な どの 記載 が ある が 詳し くみ 
た も の は な い . 

尿 中 に 於 ける ビ 虫 卵 の 野 化 を 尿 比重 と の 関係 で みる 
c, 時 化 は 1.011 以 下 で お こり し か ゃ 比重 が RESET 
化し た 虫 卵 数 の 率 が 高い こと が 本 実験 で 明らか に な っ 
fo. 比重 が 1.010 以 上 の Be FRU CALA FE 
重 尿 の 状態 に する と , Bd o SES ARKO 比重 
1.006 以 下 で 舟 化 する 事実 も 得 ら れ た . REE 屈折 計 
で 測定 する Kem RAEE 相関 し (斉藤, 1961) 
1.010 の 比重 の 尿 は 体液 と ほぼ 等 張 で ある こと か ら 推 
測 す る と , CRMORD COMME RREO BB x 
る も の で あろ う . 

KEPT 既に HNO FAES 高 率 に 認め られ る 比重 
1.005 以 下 の 氷 は 水分 摂取 を 増す こと に より 容易 に 得 
られ る も の で あり , 大 中 で 遇 化し た ミラ ンジ ウム は 短 
時 間 で 感染 能力 を 失う と 考え られ る の で , 低 比重 尿 中 
に 排 江 され た ビ 躍 卵 の 感染 源 と し て の 意義 は 再 検討 さ 
れる 必要 が あろ う . 

尿 中 で 虫 錯 の 野 化 が ほとん ど お こ ら な い 比重 1.010 
以上 の 尿 中 か ら 得 た 虫 卵 を 用 いて 水中 に お ける ビ 虫 卵 
の 蜂 化 を 観察 する と , 自然 散 光 の 下 , 水温 25C か ら 
30°C の 範囲 で は , 身 化 能力 を 持つ ビ 貝 卵 は その ほ と 
ん ど が 30 分 以内 に 一 相性 に 財 化 する と いう 一 定 の パタ 
ー ン を 示す こと が 明らか と な っ た . WHO Expert 
Committee on Bilharziasis (1953) ite RISO RYE 
が 5 分 か ら 10 分 以内 に お こる こと が 記載 され て お り , 
Davis (1968) は 水温 22°C ATIS FC IEJ 
20 分 以内 に 最大 に な る と 報告 し て いる . また Abou 
senna and Bassaly (1963) は 温度 条件 に 触れ て , 
25°C か ら 29"C が 最も 良い 財 化 率 を 示す 範囲 と 述べ 
て いる . これ ら は 本 実験 の 結果 に ほぼ 一 致し て いる . 

比重 1.010 以 上 の 尿 中 か ら 得 た BINOKH COME 
を 更に 多く の 例 に つい て 観察 する と , 比重 が 1.010 に 
近い 尿 中 か ら 得 た 虫 卵 の 般 化 率 に は 低い も ゃ の が 多い こ 
と が 明らか に な っ た . 尿 比 重 1.010 付 近 の 尿 中 TAR 
TIO BARLRADHAC LA bHRILT, これ は , 
(KBE TI 0 35 S OMB CAPE L, FED om 
VUEMEHEAIAMEK S, TORIET ECO TBI Licks 
め と 考え られ る . 低 比 重 尿 に 排 江 され た 虫 卵 は 感染 源 
と し て 価値 が 劣っ て いる の か も し れ な い . 一 方 , 比重 


1.010 以 上 の 尿 中 に 正常 に 排 洪 され た 躍 卵 も 48 時 間 か 
ら 72 時 間 経 過す る と 財 化 能力 を 失う こと が 明らか と な 
ne 

f: ift Ur BB REEF VC vv v gum ds 
Sh, AA MUR BIN CHL < OPES HR CBO, 総 て で 
ES MO-REATW Sb CU Tk AES e - 
える 諸 因子 が 明らか に され て いる . 温度 , 塩類 濃度 
(浸透 圧 ) , Æ, pH, イオ ン , 排 注 さ れ た 便 の 性 状 
等 が その 主 な も の で ある . (Faust and Meleney, 
1924 ; Lampe, 1926—27 ; Faust and Hoffman, 
1934 : Magath and Mathieson, 1946 ; Maldonado 
and Acosta-matienzo, 1948; Ingalls, Hunter, 
McMullen and Bauman, 1949; Maldonado, Acosta- 
matienzo and Velez-herrera, 1949, 1950; Standen, 
1951 ; Sugiura, Sasaki, Hosaka and Ono, 1953; 
Ito, 1955 ; Jordan and Randall, 1962 ; Kusel, 
1970 ; Pitchford and Visser, 1972 ; Upatham, 
1972a, 1972b ; Bair and Edges 1973 ; Upatham, 
Sturrock and Cook, 1976; Kassim and Gilbertson, 
1976 ; Becker, 1977) C Ac LT € mÁm3pgolNH cse 
響 を 与え る 因子 に つい て 報告 し た も の は 少な い . 

既に 浸透 圧 が ビ 忠 卵 の 乏 化 に える 影響 に つい て は 
述べ た が , 人 工 的 に 稀釈 し て 作 っ た 低 比 重 示 中 に お い 
て 同 程 度 の 低 比重 の 自然 排 浴 硝 中 に お ける 自然 騰 化 よ 
りゃ も 低い 財 化 率 を 示し , 時 間 的 に も 骨 化 が 遅れ る 理由 
は 不明 で ある . 浸透 庄 の 急激 な 変化 , 排尿 に よる 物理 
的 刺激 な ど が 影響 を 及ぼ ほす も の と 考え ん ら れる. HAF 
で ビ 虫 卵 の 遇 化 が 時 間 的 に 遅く な る と いら 本 実験 の 成 
MUL, 光 が 敵 化 に 影響 する 可能 性 を 示し て いる . 

以上 の 結果 か ら , 自然 の 生活 の 中 で 変動 する 尿 性 状 
の 変化 が その 中 に 含ま れる ビ 忠 卵 の 身 化 能力 に 微妙 な 
影響 を 与え て いる も の と 考え られ る . 


ま cC ® 


ケニア の ビル ハル ツ 住 血 吸虫 症 患 者 か ら 得 た 虫 卵 の 
笛 化 に つい て 実験 観察 を 行ない , 次 の よう な 成績 を 
(の 

1. 大 部 分 の 患者 の 尿 で 潜血 反応 , KIERULESEC 
あっ た . 

2. 比重 1.011 以下 の 尿 中 で は 忠 卵 は 既に 自然 肘 化 
L, ミラ ンジ ウム の 形 で 排 演 さ れる . 

3. 比重 1.010 以 上 の 尿 を 倍数 稀釈 し て ゆく と 含ま 
HS BUIORMEBILEAT SA, 同 比重 の 自然 尿 中 の 
も の と 比べ る と ERRIRE, WHERE Sb 長く か か 
5. 
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4. WEBB) % FeO CHINE 水中 で 速やか に AE 遅れ る 傾向 に ある . 

し , 30 分 以内 に 役 化 を 完了 する . 7. 居 中 に 放置 し た 虫 卵 は お よそ 48 時 間 及 全 72 時 間 
5. 高 比重 の 尿 に 排 演 さ れる ビ 虫 卵 は 水中 で 高 率 に で 崇 化 能力 を 失う . 

JFET SD, (OIRO D bE bh A BIN es 8. 以上 の 結果 か ら , ビ 虫 卵 は 排 演 さ れ た 大 の 比重 

は 一 般 に 低い . に よっ て 財 化 率 が 上 異なり , 感染 能力 も 異な る こと が 示 
6. 夜間 尿 中 か ら 得 られ た 忠 卵 の 瞳 黒 下 で の 身 化 は 唆 され た . 


8 Bt 


構 を 終る に あたり , RST AMER & (LES e Bo te B EKDA REONE PR E. また 実験 
(BAK 8 o Tc (EDD HRXEUPERLO RR, SOIT HPC Rhe LEP. 


pa Hik 


1) Abou senna, H.O. & Bassaly, M. (1964) : Observations on the hatching of miracidia from schistosome 
eggs. Medskaya Parazit., 33(6), 704-706. 

2) Bair, R.D. & Edges, F.J. (1973) : Schistosoma mansoni : Factors affecting hatching of eggs. Exp. 
Parasitol., 33, 155-167. 

3) Becker, W. (1977) : The activation of miracidia of Schistosoma mansoni in the eggshell : Uptake of 
water and the metabolic changes connected with it. Z. Parasitenk., 52. 69-79. 

4) Davis, A. (1966) : Field trials of Ambilhar in the treatment of urinary bilharziasis in schoolchildren. 
Bull. Wld Hlth Org., 35, 827-835. 

5) Davis, A. (1968) : Comparative trials of antimonial drugs in urinary schistosomiasis. Bull. Wld Hlth 
Org., 38, 197-227. 

6) Faust, E.C. (1924) : The reactions of the miracidia of Schistosoma japonicum and S. haematobium 
in the presence of their intermediate hosts. J. Parasits., 10, 199-204. 

7) Faust, E. C. & Hoffman, W.A (1934) : Studies on Schistosoma mansoni in Puerto Rico. Puerto Rico 
J. publ. Hlth. trop. Med., 10, 1. 

8) Faust, E.C. & Meleney, H.E. (1924) : Studies on schistosomiasis japonica. Amer. J. Hyg. Mono- 
graphic series No. 3, 339pp. 

9) Ingalls, J.W., Jr., Hunter, G.W. III, McMullen, D.B. & Bauman, P.M. (1949) : The molluscan 
intermediate host and schistosomiasis japonica. I. Observations on the conditions governing the hatching 
of the eggs of Schistosoma japonicum. J. Parasit., 35(2), 147-151. 

10) Ito, J. (1955) : Studies on hatchability of Schistosoma japonicum eggs in several external environment 
conditions. Jap. J. Med. Sci. Biol., 8(2), 175-184. 

11) Jordan, P. & Randall, K. (1962) : Schistosomiasis in Tanganyika : Observations on suppressive 
management of Schistosoma haematobium with TWSb, with Particular reference to reduction in ova 
load. Trans. R. Soc. trop. Med. Hyg., 56(6), 523-528. 

12) Justesen-van Sloterdijck, D.W. (1977) : A quantitative and qualitative hatching test for schistosomiasis. 
Acta Leidensia, 45, 61-66. 

13) Kassim, O. & Gilbertson, D.E. (1976) : Hatching of Schistosoma mansoni eggs and observations on 
motility of miracidia. J. Parasit., 62(5), 715-720. 

14) Kusel, J. R. (1970) : Studies on the structure and hatching of the eggs of Schistosoma mansoni. 
Parasitology, 60, 79-88. 


36 


15) Lampe, P.H.J. (1926-27) : The development of Schistosoma mansoni. Proc. Royal Soc. Med., 20, 
1510-1516. 

16) Magath, T.B.C. & Mathieson, L.D.R. (1946) : Factors affecting the hatching of ova of Schistosoma 
japonicum. J. Parasit., 32, 64-68. 

17) Maldonado, J.F. & Acosta-matienzo, J. (1948) : Biological studies on the miracidium of Schistosoma 
mansoni, Amer. J. trop. Med., 28, 645-657. 

18) Maldonado, J.F., Acosta-matienzo, J. & Velez-herrera, F. (1949) : Biological studies on the miraci- 
dium of Schistosoma mansoni. Puerto Rico J. publ. Hlth. trop. Med., 25, 359-366. 

19) Maldonado, J.F., Acosta-matienzo, J. & Velez-herrera, F. (1950) : Biological studies on the miraci- 
dium of Schistosoma mansoni. Puerto Rico J. publ. Hlth. trop. Med., 26, 85-91. 

20) Pitchford, R. & Visser, P.S. (1972) : Some observations on the hatching pattern of Schistosoma mansoni 
eggs. Ann. trop. Med. Parasit., 66(3), 399-407. 

21) 斉藤 正行 (1961) : 尿 比 重 を 1 滴 で 測定 する 試み に 就 て . 日 本 小児 科学 会 雑誌 , 65(9), 953. 

22) Seligman, C.G. (1898) : Observations on the hatching of the ova of Bilharzia haematobia. Trans. 
Path. Soc. London, 49, 386-388. 

23) Standen, O.D. (1951) : The effects of temperature, light and salinity upon the hatching of the ova 
of Schistosoma mansoni. Trans. R. Soc. trop. Med. Hyg., 45(2), 225-241. 

24) Sugiura, S., Sasaki, T., Hosaka, Y. & Ono, R. (1953) : A study of several factors influencing 
hatching of Schistosoma japonicum eggs. J. Parasit., 40(4), 381-386. 

25) Upatham, E.S. (1972a) : Rapidity and duration of hatching of St Lucian Schistosoma mansoni eggs 
in outdoor habitats. J. Helminth., 46, 271-276. 

26) Upatham, E.S. (1972b) : Studies on the hatching of Schistosoma mansoni eggs in standing-water and 
running-water habitats in St Lucia, West Indies. Southeast Asian J. trop. Med. pub. Hlth., 3, 600- 
604. 

27) Upatham, E.S., Sturrock, R.F. & Cook, J.A. (1976) : Studies on the hatchability of Schistosoma 
mansoni eggs from a naturally infected human community on St Lucia, West Indies. Parasitology, 73, 
253-264. 

28) Ward, R.O. (1945) : Some surgical aspects of urinary bilharziasis. Proc. Royal Soc. Med., 39, 27- 
38. 

29) WHO Expert Committee on Bilharziasis. (1953) : Wld Hlth Org. techn. Rep. Ser., 65, 7, 41. 


